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改　善


目　標








問題点





目的・


ねらい





コンピュータへの自動入力、受注条件の登録の方向で改善する。





納期回答に関連する各システム、処理の連動を見直し、再構築する。





主要製品（Ａランク品）はリアルタイムに回答できるようにする。Ｂランク品以下も、１Ｈ以内に納期回答し、取引先からの問い合わせをゼロにする。


受注データの入力ミス、受注条件の取り違えをほぼゼロとする。





ｃ．受注データ入力で、FAXからの入力が残っている。


ｄ．受注条件の一部がコンピュータ登録されていないので、入力しているものがある。








ａ．出荷手配、製造予約等連関システムとの連係が不十分である。


ｂ．納期回答件数が多いと、全体として遅くなる仕組みである。





改　善


目　標








問題点





ねらい


受注に迅速に対応できるようになる。(T)


取引先へのサービス（満足度）を向上する。(S)


納品に関するミスが減少する。(Q)


取引先のクレームが減少する。(Q)


          ↓


取引先の信用が増大する。(Q) → 売上拡大につながる。(V)





目的


納期回答を迅速化する。(T)


（即日、１Ｈ以内に完結を目指す）


受注業務の精度を向上する。(Q)


（当社ミスは原則ゼロを目指す）





取引先への納期連絡が翌日になっている（８割以上）。そのため当日中に問い合わせを受けることがある（１０￥件／月）。


受注データの入力ミス（１～２件／月）、


受注条件の取り違え（１件／月）


が発生している。











